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― 2 ― 
心のあり方，心理的テーマの変容に合わせた夢分析の視点を考えることは，心理療法
場面に通じる示唆を提供する面でも，意義があると思われる。  


















― 3 ― 









できる。とりわけ、評価に値するのは、以下の 3 点である。  
 第一に評価できるのは、「文化差」に着目した点である。  








出されている。また、第 6 章では、Roesler がドイツの 11 事例／140 の夢から抽出した












 第二に評価できるのは、「時代差」に着目した点である。  
第 3 章は、第 2 章の分析結果に示唆された、上記のような日本人の夢の構造の特徴
が、他の日本の事例にも広く認められるものかを確認するため、分析事例数を増やし、
より詳しい検討が行われたものだが、第 2 章で分析された 1970 年代の日本人の事例の
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